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問

平
成
28
年
度
の
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
結
果
お
よ
び
課
題

に
つ
い
て
聞
く
。

答

小
学
６
年
生
の
平
均
正
答
率

は
、
主
に
知
識
に
関
す
る
問
題
が
中

心
の
Ａ
問
題
で
は
、
国
語
が
３
・
１

ポ
イ
ン
ト
、
算
数
も
１
・
８
ポ
イ
ン

ト
全
国
平
均
を
上
回
っ
た
。

　

ま
た
、
主
に
活
用
に
関
す
る
問
題

が
中
心
の
Ｂ
問
題
で
は
、
国
語
、
算

数
と
も
に
全
国
平
均
を
下
回
る
結
果

と
な
っ
た
。

　

中
学
３
年
生
の
平
均
正
答
率
は
、

全
国
平
均
を
下
回
る
も
の
の
、
国
語
、

数
学
の
Ａ
Ｂ
問
題
全
て
に
お
い
て
前

年
度
か
ら
の
改
善
が
見
ら
れ
た
。

　

課
題
と
し
て
は
、
今
ま
で
学
習
し

た
内
容
を
組
み
合
わ
せ
て
問
題
を
解

く
力
や
、
獲
得
し
た
知
識
や
技
能
を

活
用
し
て
課
題
の
解
決
を
図
る
力
の

育
成
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問

今
後
の
学
力
向
上
対
策
に
つ

い
て
聞
く
。

答

授
業
改
善
を
目
的
と
し
た
学

力
向
上
推
進
員
の
派
遣
や
中
学
生
を

対
象
に
独
自
に
作
成
し
た
宿
題
冊
子

で
あ
る
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
に
よ

る
学
習
や
、
貧
困
対
策
と
し
て
実
施

し
て
い
る
高
知
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
で
一
定
の

成
果
は
出
て
い
る
が
、
目
標
の
学
力

に
達
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
平

成
29
年
度
か
ら
小
学
校
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
達
成
事
業
、
中
学
校
学
力
対
策
強

化
事
業
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
新

た
な
学
力
対
策
と
し
て
４
年
計
画
と

な
る
学
力
向
上
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ラ

ン
を
策
定
す
る
。　

目
指
せ
！
　
学
力
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
！

３月定例会
で可決した 主な議案

○指定管理者業務評価委員会条例制定議案
　　指定管理者による公の施設の管理の適正

を期することを目的として、指定管理者の
管理の業務、経理の状況等に係る評価を行
うため、指定管理者業務評価委員会を設置
することについて、条例を制定するもの。

○国民健康保険条例の一部改正議案
　　国民健康保険法施行令の一部を改正する

政令の公布等に伴い、保険料の軽減対象
世帯を拡大するため、２割軽減および５割
軽減の軽減対象となる所得基準を引き上げ、
および後期高齢者支援金等賦課限度額を19
万円（現行17万円）に引き上げるとともに、
規定の整備を行うため、条例の一部を改正
するもの。

○農業委員会委員候補者選考委員会条例制定
議案

　　農業委員会委員の候補者を選考すること
について、その過程の公平性および透明性
を確保するため、農業委員会委員候補者選
考委員会を設置することについて、条例を
制定するもの。

　

児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を
把
握
分
析
し
、
教
育
施
策
の
成
果
と
課
題

を
検
証
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら
全
国
学
力
・
学
習
調

査
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

本
市
は
、
そ
の
大
変
厳
し
い
結
果
を
受
け
、
20
年
度
を
授
業
改
革
元
年
と
位

置
づ
け
、
授
業
改
善
と
家
庭
学
習
習
慣
の
確
立
を
柱
と
し
て
学
力
向
上
の
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
２
月
に
小
・
中
学
校
学

習
指
導
要
領
等
の
改
訂
案
が
発
表
さ

れ
、
小
学
校
で
は
32
年
度
か
ら
、
中

学
校
で
は
33
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

改
訂
の
方
向
性
と
し
て
は
下
図
の

と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、
主
な
改
善

事
項
と
し
て
言
語
能
力
の
確
実
な
育

成
、
理
数
教
育
の
充
実
、
伝
統
や
文

化
に
関
す
る
教
育
の
充
実
、
道
徳
教

育
の
充
実
、
体
験
活
動
の
充
実
、
外

国
語
教
育
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

問

本
市
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
に
つ
い
て
聞

く
。答

国
語
で
学
ん
だ
話
し
合
い
の

方
法
や
算
数
で
身
に
付
け
た
グ
ラ
フ

作
成
の
技
能
を
、
環
境
問
題
に
つ
い

て
議
論
す
る
際
に
活
用
し
、
社
会
に

貢
献
す
る
力
を
育
成
す
る
な
ど
、
教

科
等
横
断
的
な
学
習
等
の
教
育
課
程

の
編
成
と
実
践
に
よ
り
、
必
要
な
資

質
・
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
次
期

学
習
指
導
要
領
等
の
ね
ら
い
と
な
っ

て
お
り
、
単
に
知
識
を
記
憶
す
る
学

び
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
の
社
会
で

活
用
で
き
る
資
質
や
能
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

　

平
成
29
年
度
に
は
、
小
学
校
４
校
、

中
学
校
１
校
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
モ
デ
ル
校
に
指
定

し
、
実
践
研
究
の
成
果
を
市
内
の
各

学
校
に
発
信
し
て
い
く
。

問

理
数
教
育
と
外
国
語
教
育
の

充
実
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

答

理
数
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
で
は
冊
子
「
算
数
の
力
」、

中
学
校
で
は
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
シ
ー
ト

を
活
用
し
、
学
習
内
容
の
習
熟
を
図

っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
以
降
、
高
知

大
学
と
連
携
し
、
専
門
的
な
力
量
を

持
つ
理
科
教
員
で
あ
る
Ｃ
Ｓ
Ｔ
（
コ

ア
・
サ
イ
エ
ン
ス
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）

の
養
成
お
よ
び
Ｃ
Ｓ
Ｔ
を
活
用
し
た

研
修
や
授
業
研
究
に
よ
り
、
理
科
教

育
の
質
と
指
導
力
向
上
を
図
っ
て
い

る
。

　

29
年
度
か
ら
は
、
算
数
と
数
学
の

外
部
講
師
を
招
聘
し
、
小
学
校
、
中

学
校
合
わ
せ
て
計
13
校
へ
派
遣
し
、

授
業
改
善
や
学
力
向
上
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

　

外
国
語
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
で
の
外
国
語
教
育
に
お
け
る

質
の
向
上
を
目
指
し
、
29
年
度
は
外

国
語
指
導
助
手
で
あ
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
４

名
増
員
し
て
15
名
体
制
と
し
、
小
学

校
へ
の
派
遣
を
現
在
の
２
週
間
に
１

回
か
ら
週
１
回
以
上
と
す
る
。

　

ま
た
、
29
年
度
以
降
、
全
て
の
中

学
２
年
生
を
対
象
に
、
聞
く
、
読
む
、

話
す
、
書
く
の
４
技
能
を
調
査
し
生

徒
の
英
語
力
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

中
学
校
外
国
語
科
教
員
の
授
業
改
善

を
進
め
て
い
く
。

　これまでのわが国の学校教育の実践や蓄積を活かし、子どもたちが未
来社会を切りひらくための資質・能力を一層確実に育成。その際、子ど
もたちに求められる資質能力とは何かを共有し、連携する「社会に開か
れた教育課程」を重視。

基　本　理　念

各学校における「カリキュラム・マネジメント」の確立
　学校全体として、教育内容や時間の適切な配分、必要な人的・物的体
制の確保、実施状況に基づく改善等を通して、教育課程に基づく教育活
動の質を向上させ、学習の効果の最大化を図る。

新しい時代に必要となる資質・能力
を踏まえた教科・科目等の新設や目
標・内容の見直し
　小学校の外国語教育の義務化、高
校の新科目新設等
　各教科等で育む資質・能力を明確
化し、目標や内容を構造的に示す

何を学ぶか

主体的・対話的で深い学び
（アクティブ・ラーニング）
　知識の理解の質を高め資
質能力を育む

どのように学ぶか

育成すべき資質・能力の３つの柱

思考力、判断力、表現力等

知識および技能学びに向かう力、人間性等

何ができるようになるか


